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  導入�
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QCD �

カイラル対称性� Large	
  Nc�
摂動的QCD �

＋　アノマリーの存在�

ハドロン現象	
  
（中性パイ中間子の崩壊）�

有効モデル�

本研究では・・・�



アノマリーとパイ中間子の崩壊	
  
　　　　　　　の関係�

ゼロ温度の場合�

有限温度の場合�

＝�

＝� ＋� 温度に依存する量�

アノマリー（量子
補正による対称
性の破れ）	
  

南部-­‐Goldstoneボソン �

理論値�

実験値�
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　仮定	
  
1.  パイ中間子がNGボソン	
  
2.  QCDにアノマリーが存在�



★本研究の目的�
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2.	
  	
  模型	
  

有効モデルの考え方�

もとの理論（QCD）のもつ（近似的）性質を保つ作用を用いて摂動的に計算する。 �

I.  カイラル対称性の自発的破れ�
II.  アノマリーの存在	
  

＋　有限温度で軽くなるシグマ中間子を含む �

右巻き� 左巻き�

I.	
  	
  カイラル対称性の自発的破れ�
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＋　・・・�



II.	
  	
  アノマリーの存在�

＝�
＋�

（無限小カイラル変換の作用の変化分）�

：カレントと結合している外場�

：無限小パラメータ�
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線形シグマ模型の作用	
  

・・・場としてパイ中間子とシグマ中間子を含んでいる。 �

アノマリー方程式を満たす作用	
  
（非線形シグマ模型におけるWZW項を応用して構成できる）	
  

＋

有効モデルの作用�
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4.	
   結果�

低エネルギー定理
が成り立っている。 �
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低エネルギー定理
は成り立っていない。 �



4.	
  	
  まとめ �
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おわり �
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Back	
  up �
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局所カイラル変換に対するゲージ場を含む有効モデルの作用�

電磁場だけ残した式�

次のスライド�
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非線形シグマ模型におけるWZW	
  termの構成を応用した�
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電磁場だけ残した式�
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＝�

＋・・・�
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＝�

＋・・・�



  波動関数のくりこみ�

  崩壊定数のくりこみ�

  結合定数のくりこみ�

  各項の定義�

を用いて書かれている。 �
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